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研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：情報学 ・ 認知科学 
キーワード：モデルベースアプローチ，類推，洞察，学習支援，シミュレーション 
 
１．研究計画の概要 
 認知科学研究における研究手法として，心
理学的実験に基づく「実験的手法」と計算機
モデルに基づく「構成的方法」は，2 つの主
要な柱とされてきた。本研究は，日本の認知
科学におけるモデルベース研究の新たな展
開を図ることを目的とする。 
具体的には，本研究は，以下の 3 つの柱から
構成される。 
(1)モデルベースアプローチのメタ研究の実
施 
(2)教育用シミュレータの開発 
(3)認知モデルを掲載した学習支援システム 
 
２．研究の進捗状況 
 計画の 3 つの柱に即して，代表的出版物を
示しつつ，その研究成果に言及する。 
(1) モデルベースアプローチのメタ研究の実
施 
 代表者の三輪，分担者の有田，戸田山の 3
者で議論を重ね，認知科学，人工知能，科学
哲学の 3つの観点からモデルベースアプロー
チの意義に関する理解を深めた。その議論の
成果を，人工知能学会誌の特集企画「認知科
学におけるモデルベースアプローチ」として
公刊した（三輪，2009; 有田，2009; 戸田山，
2009）。 
(2) 教育用シミュレータの開発 
 システム開発，および評価実験を行い，良
好な結果を得た（Miwa, 2008）。また，シミ
ュレータから派生した Web-based プロダク
ションシステムのプロトタイプが開発され
（Miwa, et. al., 2009; Nakaike, et. al., 
2009., Morita, et. al., 2009），今回の申請課
題の教育用プロダクションシステムの土台

を構築している。 
(3)認知モデルを掲載した学習支援システム 
 類推の認知モデルを搭載した作問学習支
援システムを開発した（Kojima & Miwa, 
2008）。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
 2.に記した通り，当初計画に対して，満足
すべき成果を産出している。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 最終年度は，当初計画の (2)の展開に
effortを集約する。特に，開発した教育用プ
ロダクションシステムを用いた認知モデル
教育用の教材を開発し，教育実践を通してそ
の有用性を評価する。また，モデルを作るこ
とにより何が学習されるのかという点に関
して，実験・実践の両面を通して明らかにす
る。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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